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人口 と世 帯

54.10.1裂在

｛前月比｝

男5.  部 2人(  十 I)

女6,154 人（－１）

計11.966人（土Ｏ）

世帯数2,779（－2J

７９

１０月

おもな内容

Ｏ昭和53年度決算報告…………２～４

０あの人この人 …………………４～５

( 曳地善作さん)

Ｏ公民館だより…………………６～７

０教膏委員長に古田古郎さん………８

０広報｢くにみ｣の表紙写真を展示･･-９

０おしらせ……………………………10

父・娘

高　 橋　藤　 吉 さん( 53 )

長女い き子さん( 29 )

(塚野呂字宮前６)

高欄さん宅は町内でも有 数の養蚕農家であ

る。養蚕を始めてから53 年間 。１度も休むこ

とな＜鰻けてきた。r やはり濶度の管理が一

番たいせつですね」とおつし ゃる蕀古さん 。

小さな蚕がまゆをつくる までの20 日聞は全く
・ が抜けないという。

いき孑さ んは ２児の世話に追われな がら協

力。零族みんな が力を合わせて 。目 の回るよ

うに忙しい 養蚕のee 朋を埀りきっている。



ロ ー ド ハ ッ カ ー 成人病検診 季節 保貴所 （大木戸 ）

こう使 われた

町の財政を公表

歳　 入

総務費

○役場庁舎排地購人代…………………5.2?7 万円

○役場庁舎周辺舗装工事…………………350 万111

0 公用卓一台購入…………………………138Xjlll

O 交通安全施設（街灯、防護橿）………5  万 円

0 カーブ ミラー（30ヵ所）……………………67万円

○町税計算センター委託事業……………192 万円

労働費

〇 労働者金融対策預託……………………353 万円

民生費

〇 重度 心身陣害 者医療 給付……… ………203 万円

○ 敬老 祝金交付 （80 歳 以上）… ……… …H4 万円

○ 老 人案庭 窄什員… ………… ………… …131 万円

○ 民 生委 員調 査委託 料……… ……… ……118 万円

○老 人医療 費］O･釧 給付……… ……… …5.  聞 8万円

○社 会福 祉協議会 委託料…… ……… ……111 万 円

〇季 節保育 所開設 …………… …… ………963 万円

○?L児医刺 朗 ………………………………279 万円

○老人ホーム組合負担金…………………224 万円

○児童手当交付金………………………2.037 万円

わ
た
し
た
ち
が
納
め
た
税
金
は
ど
ん
な
役
割
を
果
た

し

、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

昭
和
五
十
三
年
度
の
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
の

決

算
が
九
月
定
例
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

五
十
三
年
度
は
土
木
費
が
歳
出
の
第
一

位
を
占
め

、

道
路
の
改
良
舗
装
が
重
点
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
方

歳
入
に
お

い
て
は
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
の

割
合

が
減

り
、
国
や
県

、
町
債
な
ど
の
依
存
財
源
が
約
八
割

を
占

め
て

い
ま
す
。

今
月

は
お
も
に
一
般
会
計
の
使
い
み
ち
に
つ

い
て
お

知
ら
せ
’い
た
し
ま
す
。



野 鳥 の 森内 谷西 堂 橋
魎 霄Sこ違 んでい る基盤 皇備 （石 毋田）

16 億円は

昭和53年度

歳　 出

衛生費

○成人病検診等委耗事業…………………167 万円

○公立藤田病院組合負担金……………5.  % 5万円

○伊達桑折国見三■f火葬場協議会負担金390 万円

○循環器成人病検診……………………… 加3万円

○環境衛生薬剤配付………………………105 万円

○家庭排水施設整備材料代………………150 万円

○ロ ードハッカー１台購入………………335 万円

Ｏ伊達地方衛生処理組合負担金………3.463 万円

商工費

○商工会振興費補助金……………………400 万円

○中小企業振興対策頭託金………………800 万円

○厚樫山遊歩道野鳥の森工事費…………228 万円

土木費

○大木戸新堤擁壁工事……………………141 万円

○町道補修資材……………………………534 万円

○三町 士木機械運営協議会負担金………441 万円

○川内元寺西線改良補装工事…………2  靆 26万円

○内谷小坂線舗装…………………………943 万円

○小林辻東線改良翻装……………………4 】7万円

○鶉町中沢繃舗装…………………………299 万円

○長舘中谷地田綿舗装……………………34〕2万円

○大坂北古舘線改良………………………36j1 万円

○川北邵鴟 改良…………………………489 万卩:l

o 齡 噌 敵 良……………………………255 万円

○寺前沖線改良……………………………910 万円

○金 前 畑 線改良……… …………………765 万円

○藤田町裏線改良…………………………4n 万円

○藤田宮前紬改良…………………………198 万円

○町尻日向纏改良………………………1.407 万円

○横沢纏改良………………………………242 万円

○日向繃新設………………………………351 万円

〇 カニ坂石田後線舗装……………………110 万円

○笹の口線舗装……………………………478 万円

○山崎宮前線舗装…………………………151 万円

○中沢東線舗装……………………………648 万円

○石毋田樋口線舗装………………………726 万円

〇堤前北川原線舗装………………………284 万円

○石毋田硯石綿舗装………………………209 万円

○金屋宮前線改良…………………………131 万円

○高田三斗蒔線改良舗装………………l.  的 1万円

○内谷西堂橋工事代……………………3  滝 35万円

○竜謾院川河川改良工事……………… し 7 的万円

○芳招川河川改良工事……………………553 万円

○宮前住宅目地張工事……………………105 万円

○南古舘団地道路工事……………………34〕1万円



農林水産業費

○伊達西部農桑基盤整備協議会負担金 乢 3 万円

○農業振興団体育成補助金………………2X）8万円

○水田再編対策関連事業補助金………1.1 万円

○へき地農山漁村振興事業補助金………323 万円

○青果物価椿補償協会出資金……………314 万円

○牧増造成贄………………………………107 万円

○肉用牛経営規模拡大促進事業補助金･･421 万円

○広域農道用地協力者報償………………219 万円

○伊達地区広域裏道整備事業負担全… 乢 174万円

○土地改良事業長期侠償還金補助金……740 万円

○水路改修等測量委託梓 …………………285 万円

Ｏ伊達西根堰土地改良区補助金………… 】45万円

○鳥取林道開設事業……………………2. 万円

○桑折町国見町有北山組合負担金………317 万円

消防費
○伊達地方消防組合負担金……………4,758 万円

Ｏ消防補債等組合分担金…………………353 万円

〇防火水槽工事……………………………144 万円

Ｏ消防ポンプ白道車………………………535 万円

○防火水槽設置補助金……………………249 万円

教育費

○小坂小屋体柱補体工事…………………146 万円

○青英会針繰出金…………………………117 万円

○各小学校．校舎維持袖修費-･･…………188 万円

○各小学校備品購入費一一-･……………-･･･252万円

○大枝小学校組合負担金 …………………396 万円

○各小学校教材用蝉品隲入費……………451 万円

○小中学校管理警備委託料………………291 万円

○県北中教材用備品購入…………………188 万円

○県北中要保護、準饗保護生徒銀助費･･･178万円

○森江野幼樹濶床張工事…………………121 万円

○公民館図書購入…………………………112 万円

○町運動場工事……………………………108 万円

○三町学校飽食センター協餓会負担金2.033 万円

災害復旧費

○役鳩庁舎工事……………………-IS2,060 万円

○庁舎設針監理委託料･………………… 乢 9 万円

○公債倖宅工事……………………………Z97 万円

○学校工事…………………………………474 万円

○消防車庫屯所工事（藤田，森山）……510 万円

特別会計決算額

水道事業決算額

あ
の
人
こ
の
人

町
の
商
業
は
、
今
い
ろ

い
ろ
な
問
題

を
抱
え
な

が
ら
も
、
お
客
様

に
費
さ
れ

親
し
ま
れ
る
商
店
街
に
し
よ
う
と
努
力

し
て
い
。る
。
そ
の
中

心
と
な
っ
て
い
る

の
が
国
見
町
商
工
会
。
曳
地
善
作
さ
ん

｛
蔓
田
宇
南
4
5
の
Ｓ
｝
は
五
十
二
年
五
月

多
く
の
推
薦
（
せ
ん
）
を
受
け
て
三
代

目
の
会
長
に
就
任
し
た
。
「
国
見
町
の

住
人

と
な
っ
て
三
十
年
ば
か
り
の
私
の

よ
う
な
者
が
蹂
先
輩
を
前

に
し
て
と
て

も
気

が
ひ
け
る
の
で
す
が
…
…
」
と
謙

遜
（
そ
ん
）
す

る
が
、
そ
の
若
き
と
実

行
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

町
商
工
会
は
昭
和
三
十
四
年
に
設
立

さ
れ
、
会
員
数
は
三
百
十
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
佃
人
の
少
規
模
経
営
で
あ
る
。

商
工
会
の
連
営
は
、
県
や
町
の
補
助
金

と
会
員
の
会
費
な
ど
で
賄
っ
て

い
る
。

五
十
四
年
度
の
予
算
額
は
二
千
百
万
円

事
務
局
の
人
件
費
を
は
じ

め
各
事
業
な

ど
に
費
さ
れ
る
。
「
岡
見
は
他
の
町
村

と
比
べ
て
事
業
や
催
し
物

が
多

い
の
で

と
て
も
予
算
内
で
は
で
き
な

い
。
だ
が

ら
そ
の
都
慶
会
員
の
協
質
を
得
て
寄
付

に
頼
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
」
や
は
り

財
源
の
確
保
が
悩
み
の
タ
ネ
。

郡
内
で
も

い
ち
早
く
と
り
入
れ
た
ス

タ
ン
プ
会
は
今
年
で
十
四
年
目
を
迎
え

て
す
っ
か
り
町
民
に
定
着
、
年
間
二
千

五
百
万
円
の
ス
タ
ン
プ
を

お
客
様
に
還

元
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
。
年
末

と
中
元
の
売
り
出
し
サ
ー
ビ
ス
で
約
一

千
万
円
、
そ
の
ほ

か
に
花
火
大
会
や

農
業
市
、
ま
た
、

今
年
か
ら
初
め
て

の
試
み
と
し
て
子

供
夏
祭
り
を
催
し
、

人
飢
を
呼
ん
だ
。

さ
ら
に
、
こ
年

目
を
迎
え

た
歩
行

者
天
国
は
十
月
十

四
日
に
予
定

さ
れ

て

い
る
が
。
こ
の

準
備
で
今
忙
し

い

と
こ
ろ
。
今
年
の

国見町商工会会長

曳地善作さん

会　 針　 名 蔵　 入 歳　 出 差　 引

国 民 健 康 保 険 420.753.48 っ 68 9 S0.072.502

貝 田 簡 駱 水 遭 S.S23.106 4.28.172 1.3 .9

胄　　　　　 英 2.74 】 .88 2.3 い . 4 四 . 6

入　山　財 産 区 2,202.126 2.0 .4 1 . 6 ? 8

大 木 戸 財 産 区 4 四 .850 112.88 引 7.056

蓐　田　財 産 区 1.768.8Z3 261.28 れ 6
日 向 僅 宅 団 堵

宅 地 分 譲 塞 翁 148.8 148.782.879 44.669

収益的
収 支

収 入
営　 婁　 収　 益 &4 519 531
営　業　外 収 益 】038 654

針 65 858 185

支 出
曾　 業　 費　 用 49 272 510
言　案 外 費 用 2 95 U6

計 51 467 626

資本的

収 支

収 入
工　事　負 担 金 ０

計 ０

支 出

建　設 改 良　贄 14 483 ?40
企 業 慎 償 還 金 2 446 138
他侖計長期借入償還金 Z000000

計 18 899 878



目
玉

は
小
型
Ｓ
Ｌ

（
蒸
気
機
関
車
）
を

借
り
て
町
の
目
抜
き
通
り
を
走
ら
せ
る
。

「
今
年
は
国
際
児
童
年
な
の
で
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し

い
出
し
物
を
と
考
え
て
・
…

た
だ
心
配
な
の
は
甬
。
準
娉
を
す
っ
か

り
整
え
て

さ
て
雨
が
降
っ
た
ら
ど
う
す

る
か
で
す
ね
Ｉ
Ｊ

ち
な
み
に
Ｓ
Ｌ

の
借

り
質
は
三
十
万
円
と
か
。

町
商
工
会
は
。
会
長
。
副
会
長
、
理

事
と
、
七
つ
の
委
員
会
（
総
務
、
商
業

工
業
、
観
光
、
税

務
、
労
務
、
婦
人
竇

年
）
で
講
成
さ
れ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ

な
事
業
や
催
し
は
こ
の
委
員
会
ご
と
に

計
画
、
着
実
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
方
大
き
な
課
題
も
抱
え

て
い
る
。
消
費
者
の
都
市
へ
の
流
出
。

大
型
店
の
再
来
、
足
り
な
い
駐
卑
場
Ｅ

…
。
「
個
人
経
営
の
良
さ
を
生
か
し
て

地
元
に
密
若
し
た
商
い
が
大
切
。
い
い

商
品
を
安
く
。
ま
た
、
営
業
時
間
の
延

長
や
配
遠
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
心
が
け

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
」
自
ら
も
青
果

商
を
瞥
む
ご
主
人
だ
が
、
店
の
こ
と
は

も
っ
ぱ
ら
お
く
さ
ん
と
息
子
さ
ん
夫
婦

に
ま
か
せ
て
お
く
と
か
。
た
だ
毎
日
、

店
の
点
検
だ
け
は
欠
か
さ
な

い
。

商
工
会
で
は
。
会
員
の
向
上
の
た
め

に
各
委
員
会
で
講
習
会
を
閧

い
た
り
、

ま
た
、
経
営
指
導

員
を
二
名
に
し
て
会

員
の
相
談
、
指
導

に
あ
た
っ
て
い
る
。

「
売
り
上
げ
を
伸

ば
し
健
全
な
経
営
を

維
持
す
る
た
め
に
会
員
も
勉
強
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
Ｊ

今
年
は
五
年
ご
と
に
行
う
広
域
珍
断

の
年

に
あ
た
る
。
五
十
万
円
を
か
け
て

町
の
商
工
業
の
分
析
を
行

い
。
将
来
の

指
針

と
す
る
。

商
工
会
の
発
展

な
く
し
て
町
の
発
展

は
な
い
。
が
、
前

途
は
多
難
。
し

か
し

「
お
客
様
は
神
様
で
す
。
お
客
様
あ
っ

て
の
商
工

会
で
す
。
こ
れ
を
会
員
が
よ

く
わ
き
ま
え
、
つ
ね
に
信
頼

さ
れ
る
商

工
会
と
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
言

い
き
る
曳
地

さ
ん
の
褒
情
に
憂

い
は
な

か
っ
た
。
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
読

番
。
大
正

七
年
生

れ
。

あ
な

た
の

や

さ

し

さ
を

隣
人

に

赤
い
羽
根
「
共
同
募
金
運
動
」

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
、
赤
い
羽
根

の
「
共
同

募
金
運
助
」
が
始

ま
り
ま
す
。

こ
の
連
動
は
、
お
互
い
の
助
け
合
い

精
神
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
手
で
、

め
ぐ
ま
れ
な

い
人
た
ら
の
生
活
の
向
上

を
は
か
る
な
ど
の
福
祉
活
動
に
必
要
な

資
金
を
集
め
る
も
の
で
す
。

共
同
募
金
の
運
動
母
体
で
あ
る
社
会

福
祉
法
人
中
央
共
同
募
金
会
で
は
、
い

ま
の
十
倍
、
約
一
千

億
円
（
国
民
一
人

当
た
り
千
円
）
達
成
を
め
ざ
し
て
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ぴ
か
け
て
い
ま

す
。今

年
も
、
あ

な
た
の
胸
に

”正
義

と

勇
気
”
の
赤

い
羽
根
を
１

．

中
小
企
業
近
代
強
調
月
間
　
　
　

（
1
0
月
1
日
3
1
日
）

商
工

会
と
は
？

商
工
会
は
法
律
に
も
と
づ

い
て
設
立

さ
れ
た
地
域
商
工

業
者
の

た
め
の
団
体

で
す
。

商
工
会
は
地
域
商
工

業
全
般
の
改
善

発
達
を
図
る
た
め
に
設
立

さ
れ
、
国

・

県
・
町

か
ら
補
助
金
を
受
け
、
小
規
模

亊
栗
者
の
相
嫉
・
指
導
を
行
っ
て

い
ま

す
。
地
域
内
で
営
業
し
て
い
る
商
工

業

者
な
ら
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
ど
な
た

で
も
入
会
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
問
題
で
お
困
り
の

と
き
。
町

商
工
会
の
経
営
指
導
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

釡

廠
》

（
ｙ
よ
手
な
お
金
の
借
り
方

○
資
金

繰
り
の
だ
て
方

○
国
や
県

か
ら
お
金
を
借
り
る
方
法
と

手
続
き

《
税

金
》

○
青
色
由
告
の
手
続
き

○
法
人
税
。
源
泉
徴
収
税
の
手
続
き

〇
相
統
、
贈
与
税
の
針
算
の
し
か
た

（
法

律
》

○
手
形
、
小
切
手
が
不

渡
り
に
な
っ
た

と
き
の
回
収
方
法

〇
商
取
引

に
必
要
な
契
約
番
の

書
き
方

（
労
務
人
事
》

○
貨
金
の
き
め
方
や
就
業

規
則
の
つ
く

り
方

Ｑ

征
桑
負
の
社
会
保
険
の
手
続
き

（

崑
１

貝
の
能
力
開
発
と
福
利
厚
生
問

題襄

済
制
度
）

○
中
小
企
葉
退
職
共
済
制
度
、
小
規
榎

企
業
共
済
制
气

商
工

貯
蓄
共
済
制

度
、
倒
産
防
止
共
済
制
度
の
加
入
手

続
き

貨

理
記
帳
）

○
帳
簿
の
つ
け
方
、
正

し
い
決
算
の
や

り
方

Ｏ

酊
数
管
理
、
事
務
合
理
化
の
や
り
方

○
記
帳
未
熟
考
の
記
帳
代
行

硅

営
》

○
販
売
促
進
、
店
舗
構
成
、
商
品
陳
列

の
方
法

（

）
商
店
診
断
、
工

鳩
診
断
の
申
込
み

（
‥ａ

営
方
針
、
経
営
計
画
の
た
て
方

（

）
市
鳩
飼
査
、
信
用

調
査
の
や
り
方

爾

査
・
愉
報
）

（
一
鰹

済
経
営
に
関
す
る
動
向
把
握

○
各
種
情
報
の
収
集

と
提
供

無
料
で
相
鮫
に
応
じ
ま
す

気

軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い

適
確
な
助
言
が
得
ら
れ
ま
す

秘
密
を
厳
守
・
し
ま
す



公
民
館
だ
よ
り

国

見

町

文

化

祭

ご
家
族
で
鑑
賞
を

深
ま
り

ゆ
く
秋
、
第
九
回
国
見
町
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
作
品
展
示
会

や
芸
能
発
表
会
な
ど
、
町
民
の
日
頃
の

活
助
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
ご
家

族
お
そ
ろ

い
で

お
い
出
く
だ
さ
い
。

総
合
展
示
会

と

き
十
一
月
三
日
（
土
）
～
五
日
（
月
）

（
午
前
九
時
１
午
後
五
時
）

と
こ
ろ

国
見
町
体
宵
館

展
示
の
内
容

書
．
日
本
画
、
写
真
、
手
芸
．
俳
句

俳
画
、
菊
花
、
盆
栽
、
い
け
ぱ
な
、

刻
字
、
商
齢
者
作
品
、
児
童
生
健
作

品
、
個
人
作
品
（
団
体
作
品
以
外
の

橿
別
に
限
る
）

出
展
者

国
見
町
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
加
盟

団
体
お
よ
ぴ
協
質
団
体
等
．
一
般
町

民
お
よ
ぴ
町
内
の
事
業
所
な
ど
に
勤

務
し
て
い
る
者
（
個
人
出
展
希
望
者

は
十
一
月
一
日
ま
で
教
育
委
員
会
へ
。）

茶
　
席

と

き
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日

）
午
前
九

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

と
こ
ろ

国
見
町
公
民
館
老
人
子

ど
も
室

主

催
国
見
町
茶
遭
ク
ラ
ブ
（
裏
千
家
）

芸
能
発
表
会

と

き
十
一
月
十
一
日
（
日
）
午
加
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で

と
こ
ろ

国
見
町
公
民
館
講
堂

発
表
内
容

民
謡
．
吟
詠
、
箏
曲
、
日
本
舞
踊
、

コ
ー
ラ
ス
な
ど

出
演
者

町
文
化
団
体
連
絡
協
加
盟
団
体
会
員

将
棋
大
会

と

き
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）
午
前
九

時
か
ら
午
後
三
時

と
こ
ろ

国
見
町
公
民
館

参
加
者

一
般
町
民
、
持
に
児
童
、
生
徒
、
初

心
者
大
歓
迎
（
当
日
受
付
）

経

費
大
人
五
百
円
、
子
ど
も
二
百
円
。

（
昼
食
、
参
加
賞
代
）

Ｈ
文
化
祭
の
お
問
い
合
わ
せ
は
教
育
委
　

輿
会
事
務
局
へ
。

（
酋
2
1
1
1
有
4
1
7
1
）

明
治
学
級
だ
よ
り

研
修
旅
行
に

参
加
し
て

九
月
六
日
朝
六
時
半
。
学
級
生
五
十

名
を
乗
せ
た
バ
ス
が
国
見
町
を
出
発

。

一
時
間
ほ
ど
で
安
達
郡
白
沢
村

に
あ
る

岩
角
山
に
着
い
た
。
こ
の
山
は
比
叡
山

延
暦
寺
の
末
寺

と
し
て
開
基
さ
れ
た
霊

場
と
の
こ
と
で
、
山
間
中

腹
や
山
頂
に

は
数
多
く
の

お
堂
が
建
て
ら
れ
て
あ
っ

た
。
ま
た
山
肌
に
露
出
し
て

い
る
花
崗

岩
の
巨
岩

に
は
仏
像
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
数
は
約
八
百

体
と
か
。
国

の
重
要

文
化
財
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
。

丶

そ
の
あ
と
わ
ず
か
の
時
間
で
公
民
館

に
着
く
。
公
民
館
で
は
同
人
数
ほ
ど
の

学
級
生
が
わ
れ
わ
れ
を
待
っ
て
い
て
く

だ
さ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
交
歓

会
が
行
わ
れ
た
。
お
互
い
の
実
情
や
意

見
を
出
し
合
っ
た
が
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
備
え
つ
け
て
学
習
日
に
送
迎
す
る
話

に
は
一
同
嘆
声
を
も
ら
し
た
。
一
方
、

わ
れ
わ
れ
明
治
掌
級
の
出
席
率
の
高
い

こ
と
や
、
女
の
人
が
半
歓
も
い
て
一
緒

に
学
習
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
む
こ
う

の
人
逮
が
驚
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。

別
れ
を
惜
し
ん
で
須
賀
川
の
乙
字
ケ

滝
を
回
り
、
バ
ス
は
そ
れ
よ
り
阿
武
隈

山
系
へ
入
る
。
細
道
を
揺
ら
れ
な
が
ら

斜
面
に
広
が
る
桑
園
を
眺
め
、
山
ま
た

山
を
ぬ
う
よ
う
に
走
っ
て
行
く
、
谷
閥

ご
と
に
小
さ
な
水
田
が
あ
り
、
稲
の
Ｉ

国見町公民館

電(  公 2 67

話 南 4 1 5 6

11月のスポー

ツ
４日　 町 内一 周駅伝峡 争大金
11日　 町民 球技大会 家庭バ レーボ ール大会
18日　 国 見町 桑折町 マラソ ン大会

23日　 職場 対 抗球技 大金（ａ 折 町）
25日　 国見町 桑折町 青少年健 全青成 剣道 大会

（国 見町）

【町内一痾駅伝大会】
参加資格
１国見町民であること。ただし中学生。高枚生の

の上祁団体登録者は除く。
２地域のチーム編成とする。
３年齢別は次のとおり

15 歳 ~ 20 歳未満　　２名
２０歳代　　　　　 ３名
３０皮代　　　　　 ３名
４０硬代　　　　　 ２名

（年齢は昭和54年11月｡1日現在）
３選手は各チームのスポーツ傷害保険に加入す
ることｙ

申込み
10月31日まで公11食言へ

【国見町桑折町マラソン大食】
間会式

午前９時桑折町韲酬芳小 グランド、スタート
時 ( 予定）

競争種目

Ｏ
中学生男子の部（４㎞）

Ｏ中学生女子の部 ( 2 地 )
○一般男子２Ｓ農以下（6 ㎞）
○　 ●　 ３５歳以下（５㎞）
○　 ●　45 歳以下（3 ㎞）
○　 ●　46 歳以上(  2 )
○一般女子2S隶以下(  3 )
○　 ●　　26歳以上(  2 )
○エリートの部男子（１ｎｋ･･）
Ｏ　　 ●　　 女子（６㎞）
出場資格
１両町民および両町に勤務する書
２年齢起算は11月18日現在とする
３上部団体登録書はエリートの部のみとする
４身体翰儲であること
申込み
11月９日 まで公艮館へ
※その他くわしくは公民館へおたずねください。



中
央
婦
人
学
級
だ
よ
り

テ

ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
学
習

私
た
ち
婦
人
学
級
は
、
今
年
度
は
今

ま
で
の
辛

習
の
仕
方
を
か
え
。
と
い
う

の
は
今
ま
で
は
そ
の
日
そ
の
日
で
学
習

課
超
が
全
然
別
で
し
た
が
。
今
年
度
は

年
閥
を
通
し
て
一
つ
の
課
題
を

い
ろ
い

ろ
な
方
面
か
ら
掌
習
し
て
み
よ
う
と
い

う
こ
と
で
始
ま
り
ま
し

た
。

そ
こ
で
今
年
は
『
よ
り
よ

い
婦
人
の

生
き
方
を
求
め
て
』
を
大
き
な
課
題
と

し
て
ｉ

。

１
母
親
と
し
て
の
生
き
方

２
母
親
と
し
て
Ｉ

子
供
の

心
理
、
し

つ
け
の
問
町

３
女
性
と
し
て
の
生
き
方

４
科
理
（
夏
バ
テ
予
防
の
科
理
）

５
女
性
と
し
て
（
歴
史
上
の
女
性
像
）

な
ど
今
ま
で
に
学
習
し
て
ま

い
り
ま
し

た
。日

本
人
は
社
交
性

が
な

い
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
し
て
女
性
は
公

の
場

に
出

る
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
今
回
は
（
八
月
三
十
日
）
「
よ

り
よ

い
婦
人
の
生
き
方
を
求
め
て
」
の

一
環
と
し
て
『
女
性
と
し
て
の
社
交
性

を
身
に
つ
け
る
』
と
題
し
て
テ

ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
を
学
習

い
た
し
ま
し
た
。
講
師

は
い
わ
し
ろ
苑
の
宮
内
祥
吾

先
生
に
お
願
い
し
。
出
席
者

二
十
三
名
で
い
わ
し
ろ
苑
で

行
い
ま
し
た
。

〔
メ
ニ
ュ
ー
〕

コ
ー
ン
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
サ
ー

モ
ン
パ
タ
ー
焼
き
（
タ
ル
タ

ル
ソ
ー
ス
添
え
、
マ
ｙ

ン
ユ

ポ
テ
ト
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
マ

リ
ー
ネ
）
、
ポ
ー
ク
ソ
テ
ィ

（

ワ
イ
ア
ン
（
ポ
テ
ト
ベ
ー

コ
ン
バ
タ
ー
ソ
テ
ィ
。
人
参

グ
ラ
ッ
セ
、
イ
ン
グ
ン
）
、

サ
ラ
ダ
、
デ
ザ
ー
ト
（
コ
ー

ヒ
ー
ゼ
リ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
）

み
ん
な
初
め
て
な
の
で
ナ

プ
キ
ン
の
使
い
方
さ
え
わ
か

ら
な
い
始
末
。
こ
の
よ
う
な

私
た
ち
を
先
生
は
み
ん
な
の
質
問

に
ユ

ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て
斧
え
て
く
だ
さ
り
、

固
く
な
っ
て
い
る
私
た
ち
を
親
切
に
指

指
導
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
デ
ザ
ー

ト
の
こ
ろ
に
な

っ
て
や
っ
と
な
れ
て
き

て
圃
さ
も
ほ
ぐ
れ
、
い
ろ

い
ろ
と
雑
談

も
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
に
は
洋
食
の
会
な
ど
一
生
に

一
度

か
二
度
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
け
れ
ど
、
い
ざ
と

い
う
時

に
ま
ご
つ

い
て
、
そ
の
た

め
に
大
事
な
こ
と
を
何

も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

一
時
半
か
ら
一
二
時
半
ま
で
時
聞
の
過

ぎ
る
の
も
忘
れ
て
み
ん
な
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
富
内

先
生

に
お
礼
を
述

ぺ
、
記
念
撮
彫
を
し

て
敵
会
し
ま
し
た
。

（
山
崎

佐
藤
津
子
記
）

写
真
は
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会
を

う
け
る
学
級
生
た
ち

味
一
味
が
大
切
に
青
成
さ
れ
て

い
る
。

わ
が
町
の
よ
う
な
基
盤
整
爾
の
さ
れ
た

水
稲
が
無
惨
に
も
青
刈
を
強

い
ら
れ
て

い
る
の
と
は
あ
ま
り
に
も
対
照
的
で
あ

し
ば
ら
く
し
て
石
川
町
の
東
福
寺
に

普
く
。
住
職
さ
ん
の
案
内
で
見
て
回
る
。

古
い
本
堂
、
そ
し
て
石

造
り
の
舎
利
飼

堂
に
は
開
山
大
師
ほ
か
何
体
か
の
住
職

の
分
骨
が
納
め
ら
れ
て

い
る
と
の
こ
と
、

さ
ら
に
、
古
い
薬
師
堂

が
あ
り
、
身
の

丈

】
Ｕ
ほ
ど
の
呻
本
尊
は
厨
子
（

ず
し

）

に
納
め
ら
れ
、
御
開
帳
は
三
十
三
年
ご

と
だ
そ
う
で
あ

る
。
脇
神
は
十
二
支

に

ち
な
ん
だ
丈
五
＋
４
ほ
ど
の
神
像
が
並

ん
で
お
り
、
暗

い
建
物
の
中
に
二
丁
の

燈
明
で
か
も
し
出
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
今
日
の
予
定
は
終
了
し
、
神

経
痛
に
良

い
と

い
う
石

川
毋
畑
温
泉
に

着
く
。
夜
の
宴
会
に
は
み
ん

な
疲
れ
も

と
れ
た
様
子
で
あ
っ
た
。

翌
日
は
棚
倉
山
木
不
助

尊
参
術
、
白

河
陶

湖
公
園
と
小
峯
城
址
見
学
、
さ
ら

に
二
本
松
か
ら
安
遠
ヶ
原

の
黒
塚
木
幢

山
隠
津
鳥
神
社
を
参

拝
し

、
夕
方
六
時

無
事
帰
郷
し
た
。

（

斎
藤
勘
十
郎
記
）

交
歓
会
風
景

昭
和
五
十

四
年

九
月
二
十
一
一
日

ゆ
る
や
か
に
東

ね
ら
れ
た
る
萩
の
花
　

奥
山

甲
二

秋
彼
岸
森
の
山
鳩
ま
た
鳴
け
り
　
　
　

熊
田
　

一
陽

ゆ
っ
く
り
と
時
針
が
鳴
り

て
夜
長
か
な

藤
田

精
衛

欄
干
に
露
置
く
宵
の
二
人

づ
れ
　
　
　

野
村
た
か
し

「
ぺ
か
ら
ず
」
の
立
札
あ
り
で
秋
の
山
　

八
巷

正

雄

萩
咲
い
て
し
ば
し
静
か
な
山
の
駅
　
　

須
田

楽
山

緊
張
の
な
か
に
も
楽
し
い
ふ
ん
い
き
で

‐
　
妻
逝
き
ぬ
鈴
虫
の
斉
か
な
し
く
て
　
　

加
藤

痴
仏

秋
ざ
く
ら
咲
い
て
毋
の
忌
近
づ
き
ぬ
　

佐
久
間
山
月

い
さ
か
い
の
あ
と
の
虚
し
き
ち
ち
ろ
虫

奥
山

雨
田

美
し
き
根
元
揃
え
て
生
姜
市
　
　
　

小
野
寺
蔦
水

一
刷
毛
の
か
す
れ
雲
あ
り
秋
高
し
　
　

阿
部
し
げ
を

ひ
と
言
の
悔
の
残
れ
る
夜
半
の
秋
　
　

阿
部

亭
司

信
濃
賭
や
夜
目
に
も
白
し
蕎
麦
の
花
　

佐
藤

国
楓

い
わ
し
雲
少
年
ひ
た
す
ら
笛
を
吹
く
　

羽
賀

え
い

折
れ
線
香
墓
に
濡
れ
い
る
秋
彼
岸
　
　

角
田

昭
子

年
重
ね
条
虫
を
つ
ぶ
す
嫁
と
な
り
　
　

熊
坂

き
よ

あ
つ
か
し
俳
句
会



１０ 月　 神無 月(かんなづき)

0 ｰ 8日・ 統計 の日

○卸日 ・新聞迎 間始 まる

023 日 ・電信電 話紀念 日

024 日 ・圃連 の日・霜降

０２７日 ・続審 週間始 まる

１１ 月　 霜 月( し もつ き)

Ｏ１日 ・燈 台記念 日・敵育 文
化週 間

０ ３日・ 文化の日

０ ８日・立､冬・ 枇界都市 文化

の 日
011  日・ 世界平和 紀念日

自 然の神 秘「紅 葉」 紅゙ 藕

前線ｊ'は、山 から平地 に急速

に かけ下 りる。 春の 桜゙前線i'､

がゆり くり北上 す４ のに比 べ
て秋の 紅゙葉 前線l は一気1二

広が ります。 口＊ 列島 ば そミ

ジの 種類が 多い点で は世 界で

も有 数、天然 の ものだけ で25
種類 もある とい うことで す。

紅葉 の美し さの 代表は、 藕 が
大 きくて 手のひ らの指 にあた

るところ にギザ ギザ が多い八

ウチワ カエ デ。 そ れl二庭 木 に

多い、菷 の小 さい イロ ハモ ミ

ジなど。 モ ミジがど うして赤

くなる かは、 クリサ ンテ ミン

とい う色 素が 秋のモ ミジの葉

の中に でき、こ れに伴い藕緑
素がな ぐな るためで すが、 気

温、湿 度。日 照 がこれと どの

よ うな関 係 なの か、まだ 解明

さ れていない ので す。

心配ごと相談日

場所：役場宿直室

時間：９畤～12時

こまったことや心配ごとがあり

ましたらお気軽にご相談下さい。

秘密は絶 対に守ります。

〔相 談　員〕

10月25日（木）佐 野 市 郎

大和田 与志江

ｎ 月５日（月）佐 藤　　 勝

斎 藤　ちや子

11月 日 (木）大 内　　 稔

佐 藤 マサイ

11月 日 (土）擂 沢　　 正

朝 内　ひ で

地 域 ぐ る み で ゴ ミ を 追 放 し ま し ょ う

ロ コミは収集日の朝 （８時まで） に出し、前日またはそれ以降は出

さない。

口 「燃 えるゴ ミ亅「セト、 ガラス類」「空 カン、金物 類」に必ず分ける。

回 河川、公園、道路 などには絶対に捨 てない。

- みんなで守りゴ ミの ない国見町にｰ

新
教
育
委
員
長
に
吉
田
吉
郎
さ
ん

委
員
に
は
玉
手
豊
さ
ん

醉
教
宵
委
員
畏

奥
山
亀
一
さ
ん
の
任

期
満
了

に
伴
い
、
十
月
一
日
か
ら
新
し

い
軟
弯
委
員
に
玉

手
豊
さ
ん
（
西
大

枝

字
竹
ノ
内
一
二
）
が
、
九
月
定
例
町
議

会
で
の
同
意
を
経
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
。
委
員
長
の
後
任
に
は
、
十
月

五
日
に
行
わ
れ
た
教
育
委
員
会
定
例
会

に
お
い
て
吉
田
吉
郎
さ
ん
（
石
毋
田
事

台
二
七
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

町
の
教
育
委
員
は
番
員
長
を
含
め
て

五
名
、
任
期
は
四
年
で
、
学
校
教
育
、

社
会
教
青
な
ど
軟
育
行
政
す
ぺ
て
に
わ

た
っ
て
そ
の
向
上
と
伸
展
の
た
め
の
仕

事
を
し
て
い
き
ま
す
。

吉
田
さ
ん
、
玉
手
さ
ん
と
も
に
六
十

四

歳
、
そ
の
豊
か
な
経
験
と
幅
広
い
知

識
で
町
の
教
育
界

に
貫
献
さ
れ
る
も
の

と
朋
待
を
持
た
れ
て

い
ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て

吉
田
吉
郎

こ
の
た
び
七
年
に
わ
た
っ
て
町
教
育

番
員
長
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
奥
山
委
員

長
さ
ん
は
、
任
期
滴
了
を
期
し
て
後
進

に
遭
を
讓
る
と
い
う
ぉ
考
え
か
ら
辞
任
・

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
そ
の
後
任
と
し
て
不

肖
私
こ
と
十
月
一
日
付
を
も
っ
て
委
員

長
の
職
を
お
お
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
今

さ
ら
な
が
ら
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
徹
力
な
が
ら
も

全
力
を
つ
く
し
て
そ
の
責
務
を
果
た
す

ぺ
く
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

覚
悟
を
新
た
に
い
た
す
も
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。

今

さ
ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
る
育
成

の
基
本
と
な
る
も
の
は
義
務
教
育
に
あ

る
と
思

い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
当

委
員
会
と
し
て
当
面
す
る
大
き
な
課
胆

は
老
朽
校
舎
の
改
築
に
努
力
す
る
こ
と

が
急
務
で
あ
る
と
思

い
ま
す

。

幸
い
に
し
て
昨
年
は
大
木
戸
小
学
校

校
舎

が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
他
の
老

朽
校
舎

に
つ
い
て
も
逐
次
改
築
計
画
の

具
体
化
が
遑
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と

は
誠

に
喜
ば
し
い
’限
り
と
存
じ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
町
民
各
位
の
熱
意
あ

ふ
る
る
ご
理
解
を
賜
り
ま
し
て
、
町
当

觸
の
校
舎
改
築
事
業
の
執
行
に
ご
協
力

い
た
だ
き
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
。
み
な
さ
ま
ご
存
知
の
と

お
り
人
格
識
兄
と
も
に
卓
越
せ

る
前
任

の
奥
山
委
具
長
さ
ん
に
は
長
い
間
、
町

政
の
重
要
な
立
鳩

に
お
い
て
ご
尽
力
な

さ
れ
、
残
さ
れ
た
数
々
の
ご
功
紋
は
格

別
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
険
を

引
き
受
け
る
私
は
、
も
と
よ
り
浅
学
非

才
、
肘
任
者
に
は
比
ぺ
も
の

に
な
り
ま

せ
ん
。
今
後
と
も
町
長
さ
ん
は
じ
め
町

議
会
、
町
当
局
の
各
位
は
も
と
よ
り
教

冑
閧
係
に
た
ず
さ
わ
る
方
々
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

、

町
民
の
み
な
さ
ま
方
の
絶
大

な
る
ご
指

導
と
ご
協
力

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

以
上
。
所
信
の
一
端
を
申
し
添
え
ま

し
て
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

委員長に選ばれた
吉田吉郎さん

新しく委員になった

玉手 豊さ ん



二重堀のお話を聞く

郷土史研究会で

小林先生を招へい

献 血 バ ス 来 町

ご協 力 をお願 い します

日　時　 昭和54年11月２日（金曜日）

鳩　所　 国兇町農協前（本所） ９時～10時

国見町役場前　　　　10 時～正午

国見電子前　　　　　 １時一一３畔

国見精機前　　　　　 ３時～４時

清水製作所前　　　　 ４畤～４時45分まで

野 犬 一 掃 を 強 化

10月15日～12月14日

Ｏ毒叫による放置犬等の･一掃（輿殺）
Ｏ捕褸車による早朝、夕方の巡回

Ｏ登鱗と注肘済の確鯉

峯登鉢と注射巣は首輪にしっかりつけて煮任を
もって正しく鰐って下さい。

※飼犬や子犬が不用になったら保健所に相蹟し

て下さい。T  E し　保原(  02457 ) 5 ･ -3420

国
見
町

郷
土
史
研
究
会
で
は
、
九
月

一
干

二
日

柵
島
大
学
教
授
の
小
林
清
治

先
生
を
お
迎
え
し
て
『
厚
樫
山
二
重
掘

の
お
銛
を
聞
く
会
』
を
催
し

ま
し
た
。

会
場
の
公
民
鰉
に
は
会
員
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
一
般
の
方
々
百
五
十
人
が
熱
心

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

厚
樫
山
の
二
重
堀
は
、
鎌
倉
の
源
頼

朝
草
と
奥
州
平
泉
の
藤
原
泰
術
軍
の
決

職
の
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
、
歴
史
的
に

も
Ｉ
一
要
な
意
味
を
持

っ
て

い
ま
す
。

当
時
、
鎌
倉
勢
を
防
ご
う
と
す
る
藤

原
勢
が
。
厚
樫
山
中

腹
か
ら
阿
武
隈
川

ま
で
約
四
キ
ロ
、
の

べ
‘二
十
万
人
を
費

や
し
て
つ
く
っ
て
厚
樫
山
合
戦
を
展
開
、

こ
の
戦

い
に
勝
っ
た
鎌
倉
勢
が
い
っ
き

に
平

泉
に
向
か
っ
で

進
軍
し
、
蒔
原
勢

を
功
め
落
と
し
ま
し
た
。
二
皿

堀
は
藤

原
勢
に
と
っ
て

い
わ
ぱ

”最
後
の
砦｛
と

り
で
｝
だ

っ
た
わ
け
で
、
源
頼
朝
の
勝

利
で
鎌
倉
幕
府
が
成
立
し
ま
し
た
。

小
林
先
生
は

い
う
ま
で
も
な
く
歴
史

の
研
究
家
で
あ
り
、
国
見
町
史
発
刊

に

大
き
な
力
を
注

い
で
く
れ
た
方
で
す
。

こ
の
日

は
唯
一
の
資
料

と
し
て
残
っ
て

い
る
吾

妻
鏡
｛
あ
づ
ま
か
が
み

｝
に
も

と
づ
き
な
が
ら
で
い
ね
い
に
解
脱
し
て

く
だ
さ
り
、
当
時
の
模
様
を
手
に
と
る

よ
う
に
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

善
意
の
窓

０

公

民

館

図

書

戉

と

し

て

森

山

字

辻

南
1
6
大

津

キ

ク

ノ

一
二
万

円

Ｏ

学

校

設

備

の

一

部

に

と

商

品

券

｛

費

ち
と

せ

さ

人
の

遺

志

と
し

て

｝

藤

田

字

北
1
7

武

田

文

活

県

北

中

一
一
一
万

円
　

藤

田

小
一
二
万

円
　

小

坂

小

二

万

円
　

４
江

野
小

二

万

円
　

大
木
戸

士

一
万

円
　

藤

田

幼

二

万

円

カ
ッ
プ
ル
誕
生

九
川
中
に
届
け
ら
れ
た
方

氏
　

名
　

部

落

渡
辺

陸
一
　
山
崎
舘

本
田
和
歌
子

山
崎
舘

宍
戸

定
雄

第
　
一

畑
　

フ
ミ

保
原
町

佐
藤

緘
雄

富
町
南

大
泉

和
子

桑
折
町

電

報
電

話
局

か
ら
の
お
願

い

お
早
め
に
オ
メ
デ
ト
ウ

祝

電

は
1
0
H
前

か

ら

食
け

付

け
で

む
り

ま

す
．

’

配

遠

目

の
３

日
以

濔
に

む

打

ら

に
な
り
ま
す
と

Ｓ
円
冽
引
き
に

な
り
ま
す
″

広
報
「
く
に
み
」
の
表
紙
写
真
を
展
示

町
文
化
祭
（
％
Ｉ
％

）
で
体
育
館
に

広
報
『
く
に
み
』
（

毎
月
十
五
日
発

行
）
は
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を

い
た

だ
き
、
創
刊
以
来
十
月
で
七
十
六
号
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
の
昭
和
五
十
二

年
五
月
か
ら
五
十
四
年
三

月
ま
で
の
約
二
年
間
、
一

環
し
て
表
紙
を
飾
っ
て
き

た
写
真
を
町
文
化
祭
作
品

展
示
会
に
公
開
し
ま
す
。

こ
の
表
祇
の
写
真
は
．
職
場
や
地
城

で
活
躍
す
る
若
い
女
性
と
と
も
に
地
元

の
会
社
や
工

場
な
ど
も
一
緒
に
紹
介
し

た
い
と
い
う
企
画
に
基
づ
い
て
続
け
て

き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
こ
の

シ
リ
ー
ズ
は

た
い
へ
ん
好
評
を
い
た
だ

き
「
次
は
ど
ん
な
人
か
と
楽
し
み
に
し

て
い
る
」

と
い
う
声
も
よ
く
聞

か
れ
ま

し
た
。

写
真
農
は
み
な
さ
ま
の
ご
好
坪

に
こ

た
え
る
と
と
も
に
、
広
報
『
く
に
み
』

の
編
集
遇
程
や
昭
和
三
十
年
か
ら
麗
刊

さ
れ
た
館
報
「
く
に
み
」
な
ど
も

ご
覧

い
た
だ
き
、
広
報
紙
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
と
思

い
ま
す
。

写
真
は
半
切
版
｛
た
て

四
〇

’气

よ
こ
三
二
べ

｝

に
引

き
伸
ば
し
て
パ
ネ
ル

張
り
と
し
ま
し
た
。
二
十
一
人
の
美
女

が
一
同
に
そ
ろ
い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ

さ
い
。



お
知
ら
せ

不
起
訴
処
分
に
不
服
の
方

検
察
審
査
会
へ
ど
う
ぞ

詐
欺
。
お
ど
し
。
交

通
事
故
。
そ
の

他
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
警
察
署
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
家
書
が
そ
の

事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
、
ど

う
も
納
得
で
き
な

い
Ｉ

こ
ん
な
不
満

を
も
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

そ
う
い
う
方
か
ら
検
察
審
重
会
に
申

立
て
が
あ
る
と
検
察
書
査
会
は
。
検
察

官
の
つ
く
っ
た
不
起
訴
記

録
を
綢
べ
た

り
、
必
要

に
応
じ
て
征
人
を
呼
ん
だ
り
、

場
合
に
よ

っ
て
は
実
地
兇
分
な
ど
も
し

て
膿
決
し
ま
す
。
そ
の
餓
決
を
参
考
に

し
て
、
検
事
正

が
事
件
を
起
脈
す

べ
き

だ
と
考
え
た
と
き
は
起
訴
の
手
続
き
が

と
ら
れ
ま
す
。
審
査
の
申
立
て
に
は
費

用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
な
福
鳥
検
察
審
査
会
事
務

局
（
福
鳥
地
方
裁
判
所
内

酋
○
二
四
五

三
四
一

ニ

ー
五
六
）
で
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

狂
犬
病

予
防

注

射

サ
ー
ビ
ス

第
二
回
狂
犬
病
予
防
注
射
は
十
月
十

六
～
十
七
日
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
こ

の
日

に
都
合
悪
く
て
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
方
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
再
度

実
施

い
た
し
ま
す
。
必
ず
受
け

る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

期

日

十
月
二
十
八
日
（
日
）

時

間

午
前
９
時
昶
分
～
1
1時
3
0
分

場

所

国
兄
町
役
鳩
前

料

金

千
二
百
円
（

毒
に
登
録
を
受

け
な

い
犬
は
二
千
円
加
算
と

印
鑑
持
参
）

※
通

知
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

第
二
回県

農
業
ま
つ
り

県
で
は
主
嬰
四
市
と
農
葉
団
体
、
消

費
者
団
体
と
協
力
し

£

る
さ
と
の
農

業
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
”
と
い
う
統

一
テ
ー
マ
の
も
と
に
今
秋
「
第
二
回
福

鳥
県
農
業
ま
つ
り
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
農
業
お
よ
び
食
糧
問
題

に
つ
い
て
広
く
県
民
の
み
な
さ
ん
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
農
業
宥
の
生

産
意
欲
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
開
か

れ
る
も
の
で
す
。

ま
た
。
農
業
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て

１

業
関
係
試
験
璃
参
観

デ
ー
も
併

せ

て
開
催

い
た
し
ま
す
。
楽
し
い
催
し
を

含
め
盛
だ
く
さ
ん
の
行
亊
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
み
な
さ
ま
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

福
鳥
地
方
会
場

Ｏ
期
日
　
1
1月
2
2日
～
2
4日

Ｏ
場
所

福
鳥
竸
馬
鳩

賦
験
鳩
参
観
デ
ー
（
蚕
業
試
験
場
）

Ｏ
期
日
　
い
い
月
2
7日
～
2
8日

幼

児

の

健

康

づ

く

り

お

気

軽

に

ど

う

ぞ

子
ど
も
か
ら
虫
歯
を
予
防
し
、
偏
食

を
な
く
し
丈
夫
に
育
て
る
た
め
に
、
次

に
よ
り
健
康
相
談
鼾
実
施
し
ま
す
。

日

時
1
1月
2
0日
、
午
後
Ｉ
畤
半
～
３
時

場

所
国
見
町
公
民
館
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

対

象

・
Ｏ
歳
か
ら
６
歳
（
就
学
）
ま
で
の
子

ど
も
を
持
つ
母
観

・
母
子
保
健
推
進
μ
及
び
保
健
協
力
貝

・
食
生
活
改
善
推
進
員

・
保
育
所
。
幼
稚
園
の
先
生

内

容

・
子
ど
も
の
偏
食
を
予
防
す
る

・
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
う
す
昧
に
な
れ

さ
せ
る

・
子
ど
も
の
虫
歯
を
予
防
す
る

・
お
や
つ
の
あ
り
方

講

師
保
原
保
健
所

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

（

鳥
月
中

に
属
け

ら
れ
た
カ

欹
棒
略
）

｛

父

の
氏

名

｝

｛

子

の
名

｝

（

部

落

）

斎

藤

宰

男

正

浩

町

東

小

林
　

亨

智

広

本

町

佐

簾

豊

之

助

史

宏

貝

田

後

摩

作

男

孝

二

富

町

北

本

関
　

実

美

香

第
　

一

斎

藤

規

雄

聖

子

第

八

大

和

田

淳
　

藍
　

潭
宗

山
東

武

田

正

昭

蜘

昭

第

三

阿

部

栄

一
　

健

二

泉

田

下

松

浦

定

夫

裕

司

大

木

戸

佐

藤
　

司

利

宰

貝

田

村

上

政

雄

裕

子

山

根

佐

藤

昭

夫

久

美

子

町

東

安

藤

健

治

満

舟

美

前

田

一

循

江

征

一
　

鰄
　

第

九

一

お

く

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

｛

九
月
中
に
届

け
ら
れ

た
方

欹
豚

略
｝

（

氏

！
　

（

年

齢

）

（

部

落

）

石

川

考

い
　
6
5
　

錦

町

憶

江

辰

治

郎
　
8
7
　

第

九

冊

木

漿

子
　
5
2
　

川

内

松

浦

三

十
　
6
2
　

大

木
一
尸

大

津

利

雄
　
8
0
　

第

三

中

村

っ

ね
　
7
8
　

大

町

南

林

昭

五

郎
　
4
9
　

太

田

川

松

浦

信

一
　
4
1
　

策

舘

菊

地

ト

キ
　
7
6
　

寤

十

佐

藤

サ

タ
　
9
1
　

徳

江

北

編
集
日
記

○
二
週
間
以
上
も
続
い
た
秋
の
長
雨
も

去
っ
て
絶
好
の
秋
晴
れ
に
め
ぐ
ま
れ
た

十
月
十
日

、
公
民
館
前
広
場
で
は
高
齢

者
と
婦
人
の
運
動
会
が
催
さ
れ
た
。
日

嗔
運
助
す
る
機
会
の
少
な
い
方
々
だ
け

に
は
り
き
っ
て
番
加
、
拍
手
と
喝
采
の

飛
び
交
う
楽
し

い
一
日
だ
っ
た
。
こ
れ

で
十
年
は
若
く
な
っ
た
と
い
う
話
も
Ｉ

。

準
備
や
進
行
に
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
々

ご
苦
労
様
で
し

た
。

○
さ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
さ
わ
や
か
な

空
の
下
で
汗
を
流
す
の
は
壮
快
で
あ
る
。

多
少
の
疲

れ
も

心
地
良
く
、
気
の
せ
い

か
か
ら
だ

も
軽
く
感
じ
ら
れ
る
。
が
、

喜
ぷ
の
は
ま
だ
早
い
。
何
を
食
べ
て
も

お
い
し
い
こ
の
季
節
。
つ

い
つ

い
手
が

出
て
、
結
局
は

”
馬
肥
え

る
”
秋
に
な

り
そ
う
。

今
月
の
納
税

町
県
民
税
国
保
税
第

三

期
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